
     東京都省エネ･エネルギーマネジメント推進方針 概概 要要 
～ 節電の先のスマートエネルギー都市へ ～ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

２０１２年夏以降の『賢い節電』の取組方針 スマートエネルギー都市の実現を目指した取組 

▶ ２０１２年夏の電力需給見通し（東京電力管内）  
                  
 

 

▶ これまでの経験を活かした『賢い節電』の実施 
 

『賢い節電』の基本原則（３原則） 

１ 無駄を排除し、無理なく「長続きできる省エネ対策」を推進 

２ ピークを見定め、必要なときにしっかり節電（ピークカット） 

３ 経済活動や都市のにぎわい・快適性を損なう取組は、原則的に実施しない  
事業所向け 『賢い節電』 ７か条 家庭向け 『賢い節電』 ７か条 

１ 500 ルクス以下を徹底し、無駄を排除、照明照度の
見直しを定着化 

２ 「実際の室温で 28℃」を目安に、それを上回らない
よう上手に節電 

３ ＯＡ機器の省エネモード設定を徹底 

４ 電力の「見える化」で、効果を共有しながら、みんな
で実践 

５ 執務室等の環境に影響を与えず、機器の効率アッ
プで省エネを 

６ エレベータの停止など効果が小さく負担が大きい
取組は、原則的に実施しない。 

７ 電力需給ひっ迫が予告された時に追加実施する取
組を事前に計画化 

１ 夏は、冷蔵庫の庫内温度設定「中」を徹底 

２ テレビの省エネモード設定を徹底 

３ 白熱電球は、ＬＥＤや電球形蛍光灯へ交換 

４ 「実際の室温で 28℃」を目安に、それを上回らな
いよう、エアコンや扇風機などを上手に使う。 

５ 猛暑日にはエアコン使用の過度な抑制は行わな
い。 

６ 家電製品等のこまめな省エネを実践 

７ 消費電力の大きい家電製品は、平日14時前後で
の使用を控える。電力需給ひっ迫が予告された
時には、特に、使用を控える。 

 

▶ 目指すべきスマートエネルギー都市の姿 

  

   

 

 

 

 

 

 

 
▶ スマートエネルギー都市の実現を目指した主な取組 

（（事事業業所所ににおおけけるる取取組組のの促促進進））    
・ キャップ&トレード制度における需要家による低炭素電力・熱の選択を評価する仕組みの導入 

・ 中小規模事業者が自らのＣＯ２排出水準を評価できるベンチマークの導入 

・ 低ＣＯ２排出型の既存の中小規模建築物が不動産取引市場で評価されるための取組の推進  

（（新新築築建建築築物物のの省省エエネネ性性能能のの向向上上））  
・ 建築物の省エネ性能の更なる強化 

・ 再生可能エネルギー利用の一層の拡大 

・ 建築物の環境性能に関する表示内容の拡充 

（（住住宅宅ににおおけけるる取取組組のの促促進進）） 
・ 住宅の省エネルギー性能の一層の向上 

・ 住宅における太陽熱利用の拡大  

・ 省エネ診断のスキームを活用した、住宅への再生可能エネルギー等の普及促進 

（（再再生生可可能能エエネネルルギギーーななどどのの低低炭炭素素電電源源やや自自立立分分散散型型電電源源のの利利用用拡拡大大））  
・ 住宅における太陽光発電の新たな普及スキーム検討 

・ キャップ&トレード制度を活用した高効率コージェネの利用推進 

・ 高効率コージェネの導入に対する支援  

（（エエネネルルギギーー需需給給両両面面かかららのの最最適適制制御御をを組組みみ込込んんだだ都都市市づづくくりり）） 
・ 住宅開発におけるエネルギーマネジメントの推進 

・ オフィス街区における地域エネルギーマネジメントの推進   

▶ 民間事業者等との連携 
・ 都市づくりに関わる民間事業者等と連携するとともに、世界の先進都市とも国際的に連携 

電力需給の見通しを踏まえた「２０１２年夏以降の『賢い節電』の取組方針」＋ 将来の「スマートエネルギー都市の実現を目指した取組」  本方針策定の趣旨 

 『賢い節電』の定着に向けた主な施策  

（（事事業業所所向向けけ））  

・ 節電・省エネセミナーによる優良事例の普及 

・ 無料省エネ診断の実施（約６００件/年） 

・ エネルギーの無駄をなくした省エネ型営業スタ 
イルへの転換に向け、企業等と連携 

（（家家庭庭向向けけ））  

・ 約４,０００人の節電アドバイザーの戸別訪問や各

種講座、イベント等で無料アドバイス 

  （単位：万kW） 
供給力 ５,７７１ 

最大電力需要 
（猛暑の場合） 

５,５２０ 
 

（平年並み） 

５,３６０ 
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※ 節電効果が加味されている。 

最大電力需要は、節電効果が加味された数値 

昨年の取組を踏まえ、賢く節電に取り組んでいくことが重要 

（万kW）
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【猛暑】 【平年並み】

供給力  
節節電電

無理な節電が
一部にあった

夏期の最大電力需要（過去の実績と2012年見込み）  
①省エネ技術やノウハウ

を最大限に活用した賢
い節電・省エネ 

＋ 
②低炭素・自立分散型エ

ネルギーの利用拡大 

③エネルギーマネジメント

による需給の最適制御 

＋ 快適性 
（オフィスの知的生産性も向上）

防災力 
（高度防災都市を実現）

低炭素 

（気候変動に先導的に対処）


